
著 書

1) Gerard J Tortora, Bryan Derrickson (2004)

Introduction to the Human Body ; the essential

of anatomy and physiology, 7th Edition, John

Wiley & Sons, INC, Chapter7, Joints, 158-173

翻訳

大友和夫 : トートラ ｢人体解剖生理学｣ 第７版, 丸

善株式会社 第７章 骨の連結 : pp160-175 (2007)

2) 石井良和 : 人間作業モデル 理論と応用 [改訂第３

版] (山田孝監訳) 第３章人間作業のダイナミック

ス, pp30-47, 第10章行うことと, なること : 作業

の変化と発達, pp163-177, 第21章作業的ナラティ

ブを再びつくること, pp395-419, 第22章認知障

害を持つクライアントへの MOHO の適用,

pp420-445, 2007年７月. 協同医書出版社 (Gary

Kielhofner 編著～A Model of Human Occupation

: Theory and Application Third Edition)

原 著 論 文

Ａ. 審査を経た論文

1) Takashi Saito, Katsuya Yamada, Yan Wang,

Yukiko Tanaka, Kazuo Ohtomo, Kazuo

Ishikawa, Nobuya Inagaki (2007) Expression

of ABCA2 protein both non-myelin-forming

and myelin-forming Schwann cells in the ro-

dent peripheral nerve. Neuroscience Letters,

414, 35-40

2) 新山喜嗣 : Capgras 症状における同一性否認が事物

よりも人物に対してなされるのはなぜか―日常言語

の中にある人物の ｢このもの性｣ の検討から―. 臨

床精神病理, 28 : 39-52, 2007

3) 新山喜嗣 : 自分の死と他者の死は誰に関わることか

―死の形而上学へのカプグラ症候群からの問いかけ―.

生命倫理, 17: 82-92, 2007

4) 新山喜嗣 : カプグラ症候群から開始する他者論の試

み―可能世界にすむ自己の変異体―. 医学哲学・医

学倫理, 25: 99-109, 2007

5) 田中元志, 井上 浩, 新山喜嗣 : ノイズによるテレ

ビ画像劣化の主観評価と事象関連電位 P300の関連

に関する一検討. 映像情報メディア学会誌. Vol.16,

No.12 : 86-88, 2007

6) 湯浅孝男, 石井奈智子, 石井良和, 石川隆志 : 作業

療法教育における面接技法教育上の課題―学生への

フォーカスグループインタビューから考えられるこ

と―. 作業療法教育研究, 7(1) : 14-21, 2007

7) 石井良和, 山田 孝, 中村 Tomas 裕美 : 作業に関

する自己評価改訂版 (Occupational Self Assess-

ment version 2, OSAⅡ) の日本語版の意味的妥

当性. 作業行動研究10 (１・２合併号) : 1-6, 2007.

8) 佐藤晃太郎, 山田 孝, 石井良和, 鎌田樹寛 : 高齢

者の作業活動における自己効力感に関する一考察.

作業行動研究11(1) : 1-9, 2007

9) 石井良和, 石井奈智子, 林千栄子 : 目的的作業課題

とフロー概念に関する一考察. 秋田大学医学部保健

学科紀要15(2) : 26-33, 2007

10) 石川隆志, 湯浅孝男, 本橋 豊 : リハビリテーショ

業績目録 (2007年１月～12月)( )
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ンプログラムに継続的に参加している施設入所高齢

者の行動量とサーカディアンリズム同調. 秋田県公

衆衛生学雑誌５(1) : 18-23, 2007

11) 大澤諭樹彦, 籾山日出樹, 石川隆志, 津軽谷恵, 野

呂佳子 : 在宅高齢者の身体機能向上と行動変容を促

す体力づくりプログラムの検討 ―ホームエクササ

イズの継続を促すアプローチ―. 理学療法ジャーナ

ル41(1) : 55-59, 2007

12) 工藤俊輔, 高橋恵一, 那波美穂子, 安田智子 : 肢体

不自由養護学校における理学療法士・作業療法士の

役割―父母の意識調査を通して―第２報. 秋田大学

医学部保健学科紀要15(1) : 36-43, 2007

学 会 発 表

Ａ. 国際学会

1. 15th International Congress of the world

Confederation for Physical Therapy, Vancouver

Canada, June 2-6, 2007

1) S. Kudo, M. Naba, K. Takahashi (2007)

Roles of physical therapists and occupational

therapists in schools for physically handi-

capped children : an attitude survey on teach-

ers -The first report.

Ｂ. 国内学会・研究会

(ａ) 全国大会

1. 第113回日本解剖学会全国学術集会, ３月, 由布市

1) 大友和夫, 福原紅子, 呉 毅 (2008) 冬眠動物

における視交叉上核の免疫陽性部位の季節変化に

ついて.

2. 第９回日本ヒト脳機能マッピング学会, ３月, 秋田

市

1) 田中元志, 井上 浩, 新山喜嗣 (2007) テレビ画

像劣化の主観的評価と瞬目の関連に関する検討.

3. 第41回日本作業療法学会, ６月, 鹿児島市

1) 金城正治 (2007) 課題設定型の障害疑似体験教育

―障害のある方と２･３年次合同による体験学習―.

2) 石井奈智子, 新山喜嗣 (2007) 統合失調症患者の

日常生活におけるニーズの検討～中間施設入所者

と在宅生活者との比較から～.

4. 第45回日本特殊教育学会, ９月, 神戸市

1) 高橋恵一, 今野和夫 (2007) 摂食指導についての

教師の経験と意識.

5. 第11回日本福祉工学会, 由利本荘市, 11月

1) 江橋宏栄, 鈴木 崇, 高橋恵一 (2007) 特別支援

学校の自立活動における教材教具の工夫.

6. 日本リハビリテーション工学協会福祉機器コンテス

ト2007, ８月, 名古屋市

1) 高橋恵一 (2007) 機器開発部門 切れるんです！.

(ｂ) 地方会

1. 平成19年度電気関係学会東北支部連合大会, ８月,

弘前市

1) 田中元志, 木村彰浩, 井上 浩, 新山喜嗣

(2007) 画像品質の主観評価時における事象関連

電位の一計測.

2. 第41回日本生体医工学会東北支部大会, 12月, 秋田

市

1) 堀井尚貴, 田中元志, 井上 浩, 新山喜嗣

(2007) 画質評価時の ERP 計測のための課題に

関する一検討.

3. 第16回秋田県作業療法学会, ４月, 湯沢市

1) 石井良和, 佐々木奈奈 (2007) 精神科作業療法過

程における治療的要因についての一考察

2) 石井良和, 坂本典子 (2007) QOL と性格特性の

関係について.

3) 石井奈智子, 新山喜嗣, 佐藤真歩 (2007) セラピ

ストの髪型に対して患者が受ける印象に関する検

討.

4. 秋田県農村医学会第106回学術大会, ２月, 秋田市

1) 鷲谷千恵, 石川 周, 伊藤博紀, 石川隆志

(2007) 当院におけるスプリント療法―対象疾患

と症例報告―.

5. 第12回秋田県理学療法士学会, ３月, 秋田

大澤諭樹彦, 若狭正彦, 石川隆志, 津軽谷恵, 籾山

日出樹, 佐藤利香子(2007) 体力づくり教室終了

６ヶ月後の身体機能維持の検討.

その他の出版物

1. 湯浅孝男, 宮前珠子, 藤原瑞穂 : ロールプレイシナ

リオについて. 作業療法教育研究, 7(1), 2007,

28-35

2. 石川隆志, 小林正義, 澤田雄二 : 作業療法事例報告

集 Vol.1-2007に登録された事例報告の分析. (社)

作業療法事例報告集 Vol.1 2007, (社) 日本作業

療法士協会, 2007

3. 石川三佐男, 金城正治, 他 : 平成18年度秋田大学平

成15年度採択特色 GP 三学部連携による地域・臨床

型リーダー養成事業報告書. 秋田大学教育推進総合

センター, 2006, 13-22

4. 高橋恵一 : 機器開発部門一次選考通過作品 ｢切れる

んです！｣. 福祉機器コンテスト2007結果報告書,

秋田大学医学部保健学科紀要 ( )
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日本リハビリテーション工学協会, 2007, 14

社会的活動

1. 知的障害者通所更正施設愛心苑職員・家族講習会,

11月, 秋田市

新山喜嗣 (2007) 知的障害者の問題行動への対処法

とその効果に関する統計学的評価法.

2. 秋田県士会平成19年度新人教育プログラム

1) 湯浅孝男 (2007) 科学, その性格と研究方法

2) 湯浅孝男 (2007) 倫理綱領

3. 秋田県シルバー人材センター連合会ヘルパー講習会,

７月秋田市

湯浅孝男 (2007) リハビリテーション医療の基礎知

識

4. 秋田化学技術協会, 12月, 秋田市

湯浅孝男 (2007) 健康観の変遷

5. 秋田県士会平成19年度新人教育プログラム, ７月,

秋田市

石井良和 (2007) 人間関係論Ⅰ

石井良和 (2007) 世界の作業療法の動向

6. 人間作業モデル講習会, １月, 東京都

石井良和 (2007) 理論と評価法編

7. 人間作業モデル講習会, ３月, 沖縄市

石井良和 (2007) 理論と評価法編

8. 人間作業モデル講習会, ８月, 名古屋市

石井良和 (2007) 理論と評価法編

9. 平成19年度後期高大連携授業, 12月, 秋田市

石井良和 (2007) 海外における保健医療分野の活動

10. 秋田県長寿社会振興財団ロングライフアドバイザー

活動情報交換会, ３月, 秋田市.

石川隆志 (2007) 地域でいきいきと生活するために

11. 秋田けやき会在宅介護支援センター地域介護予防活

動支援事業 ｢はつらつくらぶ｣, ３月, ６月, ９月,

11月, 秋田市.

1) 石川隆志 (2007) 体力評価とまとめ.

2) 石川隆志 (2007) オリエンテーション, 体力評価.

3) 石川隆志 (2007) 身体を動かすことの意義.

4) 石川隆志 (2007) 頭を働かせることの意義.

12. 本荘由利地区介護支援専門員連絡協議会平成19年度

第１回研修会, ５月, 由利本荘市.

石川隆志 (2007) 地域で暮らす高齢者と介護支援専

門員―いきいきとした暮らしを支えために―

13. 西仙北地域高齢者大学 ｢寿学大学｣ 開講式, ５月,

大仙市.

石川隆志 (2007) 長寿社会と生涯学習―趣味, 役割,

社会参加の意義―

14. 平成19年度秋田市体力作り教室 (川尻地区), ６月,

10月, 秋田市.

石川隆志 (2007) 心身機能の測定.

15. 秋田県介護実習普及センター県民介護講座 ｢家庭介

護コース｣ ７月, 秋田市.

石川隆志 (2007) 生活とリハビリテーション―自分

らしく暮らし続けるために―.

16. 秋田 LL 大学園第14期会研修講演会, ７月, 秋田市.

石川隆志 (2007) 転倒予防で元気な毎日―ころばね

ために, なんとせばえ―

17. 秋田県立本荘高等学校大学の先生を囲む会, ７月,

由利本荘市.

石川隆志 (2007) 作業 (活動) は対象者に何をもた

らすか？

18. 秋田けやき会職員研修会, ８月, 秋田市.

石川隆志 (2007) 毎日の生活を楽しくするアクティ

ビティ―ADL を維持するために―

19. 秋田県作業療法士会新人教育プログラム, ８月, 秋

田市.

1) 石川隆志 (2007) 人間関係論Ⅱ.

2) 石川隆志 (2007) 関連法規.

3) 石川隆志 (2007) 症例検討２.

20. (社) 日本作業療法士協会事例報告制度推進研修会,

11月, 熊本市.

1) 石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の積極的活用

のお願い

2) 石川隆志 (2007) 事例報告作成上の留意点・注意

点

21. (社) 日本作業療法士協会事例報告制度推進研修会,

11月, 秋田市.

1) 石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の積極的活用

のお願い

2) 石川隆志 (2007) 事例報告作成上の留意点・注意

点

22. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

法｣, ２月, 大阪市.

石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概要とその活

用について.

24. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

法｣, ７月, 福岡市.

石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概要とその活

用について.

25. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

法｣, ８月, 東京都.

石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概要とその活

用について.

26. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

業績目録 (2007年１月～12月)( )
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法｣, ９月, 大阪市.

吉川法生, 石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概

要とその活用について.

27. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

法｣, 10月, 東京都.

小林正義, 石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概

要とその活用について.

28. (社) 日本作業療法士協会研修会専門コース ｢研究

法｣, 12月, 仙台市.

石川隆志 (2007) 事例報告登録制度の概要とその活

用について

29. 和洋高等学校ホームヘルパー養成研修, ２月, ３月.

秋田市

金城正治 (2007) 福祉用具 住宅に関する知識

30. パソコンボランティア講習会. ２月. 10月. 秋田

金城正治 (2007) 障害概論, 肢体不自由者へのパソ

コン支援

31. 秋田県作業療法士会新人教育プログラム ７月, 秋

田市

金城正治 (2007) 地域医療 福祉関連機器・用具

32. 平成19年度秋田大学医学部保健学科公開講座 ９月,

秋田市.

金城正治 (2007) 脳年齢と生活

33. 湯沢市社会福祉協議会ホームヘルパー養成研修, ９

月, 湯沢市

金城正治 (2007) 住宅に関する基礎知識,

34. 秋田県ひとり親家庭就業・自立支援センター, ホー

ムヘルパー養成研修, 10月, 秋田市

金城正治 (2007) リハビリテーション医療の基礎知

識.

35. 秋田県士会平成19年度新人教育プログラム, ７月

石井奈智子 (2007) 症例報告

36. 秋田けやき会在宅介護支援センター地域介護予防活

動支援事業 ｢はつらつくらぶ｣, １月, 秋田市

津軽谷恵 (2007) 人と交流することの意義

37. 企業組合・労協センター事業団福祉用具相談専門相

談員研修, ５月, 11月, 大仙市

1) 津軽谷恵 (2007) 介護場面における福祉用具の活

用

2) 津軽谷恵 (2007) 福祉用具の活用に関する実習

38. 平成19年度地域参加型機能訓練事業 ｢体力づくり教

室｣, ６月, ９月, 10月, 秋田市

1) 津軽谷恵 (2007) 体力測定

2) 津軽谷恵 (2007) 体力づくりと日常生活

39. 秋田県立秋田養護学校職員研修会, ９月, 11月, 秋

田市

1) 高橋恵一 (2007) 発達のプロセスⅡ～補助具のい

ろいろ～

2) 高橋恵一 (2007) トライウォール製作研修会

40. 秋田県立養護学校天王みどり学園職員研修会, ５月,

７月, 12月, 潟上市

1) 高橋恵一 (2007) ＯＴ導入について

2) 高橋恵一 (2007) トライウォール製作研修会

3) 高橋恵一 (2007) 障害の特性 (重度重複障害) に

応じた支援のあり方についてⅡ～知的障害を中心

に

41. 秋田県立比内養護学校職員研修会, 10月, 北秋田市

高橋恵一 (2007) ｢作業療法についての学習会と演

習～摂食指導とポジショニング｣

42. 秋田県特別支援教育学校自立活動研究協議会, ８月,

潟上市

高橋恵一 (2007) ｢障害の特性 (重度重複障害) に

応じた支援のあり方について～作業療法士の視点か

ら～

秋田大学医学部保健学科紀要 ( )
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